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第７章  環境マネジメントシステムの運用 

 

第１節 環境マネジメントシステムの運用 

１ これまでの経緯 

当局では、平成10年5月、地球環境保全に向け、さら

なる快適な水環境の創出をめざす下水道の役割と取組

方針を明確に示すため、環境マネジメントシステムの

国際規格ISO14001の認証を取得することを決定しまし

た。 

 平成11年7月の有明、落合及び中野の3水再生センター

での認証取得に始まり、各部門・部所へ順次拡大した

上で、平成14年12月に1つのシステムに統合し、

ISO14001を認証取得しました。 

この過程で、職員の環境に対する意識が大きく向上

するとともに、環境負荷の低減において、様々な成果

を得ることができました。 

これらの成果を受け、これまで培われた経験をもと

に、さらに当局の事業にあった効率的で効果的な環境

負荷低減の取組を行うため、平成20年12月6日以降は認

証を更新せず、平成21年4月からは、ＰＤＣＡサイクル

を基本とした当局独自の新しいマネジメントシステム

を構築し、運用を行っています。 

２ 環境マネジメントシステムの運用概要と体系 

当局の環境マネジメントシステムはＰＤＣＡサイクルを

基本とし、取り組むべき項目を環境管理項目として決定し、

管理を行っています。これについては各部、所で実施状

況を定期的に分析し、評価するとともに、局内の評価員

（内部評価員）による評価もあわせて行っています。 

これらの評価結果を局環境管理会議にて取りまとめ、毎

年システムや環境管理項目の見直しを継続的に行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表7－1 環境マネジメントシステムの運用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDCA サイクルを基本とし、環境負荷の低減に対し効率的で効果的なシステムをめざします。 

 

AACCTT  

 

DDOO  

 

CCHHEECCKK  

 

PPLLAANN  

実施状況を分析し評価します。

内部評価員による評価も実施

します。 

各環境管理項目

について管理し

ていきます。 

評価をもとに、環境管

理項目を見直し、次の

計画や事業等に反映

させていきます。 

局として取り組む 

環境管理項目を決めます。

環境方針 

 ECO-SCRUM  Sewerage-Bureau Clean and Recyclable United Management System  ●システムの愛称をエコ・スクラム（ ）

と名付け、職員が一丸となって環境負荷の低減に取り組んでいます。 
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図表7－2 環境マネジメントシステム体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後に向けて 

平成22年度には「経営計画２０１０」との整合を図

り、環境方針の見直しを行いました。また、環境管理

項目も良好な放流水質の確保やアースプランに基づく

温室効果ガスの削減など９項目を局として取り組む環

境管理項目として設定しました。今後も、この新しい

システムに基づき、継続的な環境負荷低減を図るとと

もに、各部所の創意工夫を尊重しつつ、当局一丸とな

って地球環境の改善に取り組んでいきます。 

 

図表7－3 東京都下水道局環境方針 図表7－4 局環境管理項目（平成23年度） 
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